
編
集
後
記

　
本
号
は
中
世
関
係
の
論
稿
を
揃
え
、
特
集
と
し
て
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
資

料
訓
読
の
成
果
を
含
め
て
、
い
ず
れ
も
清
新
な
執
筆
陣
に
よ
る
。
若
々
し
い
意

欲
を
波
み
と
っ
て
頂
け
る
も
の
と
、
い
さ
さ
か
自
負
す
る
。

　
国
語
学
の
分
野
か
ら
も
二
篇
の
力
作
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
吉
野
氏

の
論
は
、
「
上
代
の
タ
メ
に
つ
い
て
」
（
『
万
葉
』
閉
号
）
、
「
人
妻
ゆ
ゑ
に

逆
説
に
訳
さ
れ
る
ユ
ヱ
に
つ
い
て
　
　
」
（
同
誌
閉
号
）
と
深
く
関
連
す
る
。

早
く
に
原
稿
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
本
誌
の
発
行
が
遅
延
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す

る
。　

本
年
度
は
、
会
員
諸
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
か
会
誌
の
二
号
分
刊
行

に
こ
ぎ
っ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
号
（
三
五
号
）
も
、
問
も
な
く
皆
様
の
お

手
も
と
に
お
届
け
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
本
誌
は
、
会
員
の
自
発
的
な
投
稿
を
ま
っ
て
成
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
。
あ

え
て
蛇
足
と
し
て
記
す
、
積
極
的
な
ご
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
。
　
（
駒
木
一

同
志
社
国
文
学
　
第
三
十
四
号

一
九
九
一
年
二
月
二
十
日
　
印
刷

一
九
九
一
年
三
月

一
日
　
発
行

　
　
　
　
　
廣
　
川
　
勝
美

　
編
　
集

　
　
　
　
　
駒
木
　
　
　
敏

　
発
行
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会

　
（
代
表
一
玉
村
文
郎

　
　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

　
　
　
　
　
振
替
　
京
都
九
－
二
七
三
七

　
印
刷
所
　
共
同
印
刷
工
業
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京
都
市
右
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